
【リビルトエンジン月産400台】

日本では年間約３００万台の自動車が廃車となっています。

自動車リサイクル法が施行されるまでは総重量の約２０％がシュレッダーダスト

として埋め立て処分されてきました。

世界の資源は枯渇し、エネルギー使用量は増加傾向にあります。

世界では新しいエンジン生産の約1/6程度のCO2排出量で生産できるリビルトエ

ンジンを評価する人たちも多くいます。

日本では、リビルトエンジンは一般のお客様への知名度がまだまだありません。

「愛着がある愛車のエンジンが壊れたから廃車にする。」

「１０年乗ったから新車に乗り換える。」

のではなく新しい手段としてリビルトエンジンを選ばれるように広報活動をしてい

ます。


